
自閉症・情緒障がい（あおぞら）学級 算数科学習指導案

児 童 １年男子１名 ３年男子１名 ３年女子１名
４年女子１名 ６年女子 名 計５名1

指導者 柏葉 義信T1
杉本 聡美T2

１ 単元名 「あわせていくつふえるといくつ」 （東京書籍 １年）
「１０よりおおきいかず」 （東京書籍 １年）
「５年のふくしゅう」 (文溪堂 計算ドリル５年３学期)

２ 学級の児童について
本学級の児童は一斉指導の学習の場を作ることが難しい。ほぼ同内容の授業計画を立案でき

る３～４歳の発達段階の２名のグループと，１歳 ヶ月から２歳の発達段階の児童２名と，６4
年生１名の３つのグループに分けて学習する場合が多い。また，６年生児童は「耳からの情報
処理 「時間的順序，因果関係の把握」が苦手で，学習を進める上で視覚情報処理能力の優位」
を生かすなど様々な配慮・支援が必要である。

３ 単元について
本単元の学習の前半部分では，①１０～２０の数唱，視写，順序，大小の学習。②１～１０

の数唱，視写，たし算の学習。③単位量あたりの大きさの学習。の３つのグループに分けて行
。 ， ， 。う 後半部分では 学習したことを生活に生かすため ５人一緒の買い物遊びの場を設定した

５名とも買い物を経験したことがほとんどなく，現金を数えたことがない。そこで，１～３年
生の３名については買い物遊びを通してたし算の概念の理解・定着をめざしたい。４年生１名
は買い物遊びを通して「おねがいします 「ありがとう」の気持ちを伝える体験の場としたい。」
６年生１名については，１０円や２０円の累加や複数の組み合わせで１００円にする経験を通
して暗算の力を養っていきたい。

４ 本時の指導
（１）目標

視点に関わる手立て
単 元 名 実 態 ○書く活動（視点１）児 本時の目標

●話す・聞く活動（視点２）童
１０よりおお ・時計，カレンダー ・１０以上の数の数唱と ○０～９の数字をノートに書A

３ きいかず の学習に興味を持 指さしが半分以上一致 いておく。
年 ち始めている。 することができる。 ●書いた数字・文字を繰り返
男 ・間違うことに大き ・合計を さんに確かめ し唱えて理解に近づける。E
子 な不安感をもち， てもらうことができる ●正解した順におやつを食べ。

学習意欲の継続が 始めてよいことにする。
。難しいときがある

１０よりおお ・時計，カレンダー ・１２や１８などの数字 ○手指のﾏｯｻｰｼﾞをしておく。B
３ きいかず の学習に興味を持 の聴写ができる。 ●前時まで３回ほど実物大の
年 ち始めている。 ・買う物を選ぶ→レジで 写真と実物のお金で買い物
女 ・他人の物と自分の お金を払う→自分の物 の練習をする （買い終わ。
子 物を区別できない （食べる）が分かる。 ったら名前を書き込む）。
あわせていく ・ までの数字を書 ・自分が数えた数字を書 ○書き順を色で示す。C 15

１ つふえるとい くことができる。 くことができる。 ●前時まで３回ほど実物大の
年 くつ ・ｴｺﾗﾘｱやｼﾞｬｰｺﾞﾝが ・依頼や感謝を表す言葉 写真と実物のお金で買い物
男 多く，会話が成り を相手を見て話すこと の練習をする （レジ役の。
子 立たないときがあ ができる。 先生と会話する）

る。
あわせていく ・２画の平仮名のな ・数字のなぞり書きがで ○始点と終点を示す。D

４ つふえるとい ぞり書きができる きる。 ●前時まで３回ほど実物大の。
年 くつ ・発語はない。 ・依頼や感謝の気持ちを 写真と実物のお金で買い物
女 自分が知っている ｼﾞｪｽﾁｬｰなどで伝えよう の練習をする （ おねが。「
子 ことをｼﾞｪｽﾁｬｰで伝 とする。 いします 「ありがとう」」

えようとする。 などをｼﾞｪｽﾁｬｰで示す ）。
５年のふくし ・視覚情報処理が得 ・単位量あたりの大きさ ○問題文から大切な言葉をﾉｰE

６ ゅう 意である。 の問題の立式ができる ﾄに書き出し，整理できる。
年 (暗算が苦手) ・本時の学習の感想を話 ようにする。
女 ・下学年の世話が好 す（書く）ことができ ●本人，３年生，教師の分と
子 き。 る。 ｢合計１００円分｣を４・５

・同級生の計算を確かめ 回経験することで，暗算の
ることができる。 力を養う。



（２）展開
A B T2 C D T1 E T1・ グループ＆ ・ グループ＆ ＆
(３年生２名) （１年生１名，４年生１名） (６年生１名)
支援(･) 評価(◆) 支援(･) 評価(◆) 支援(･) 評価(◆)学習活動 学習活動 学習活動

つ 前時を ・ 児の手指のﾏｯｻｰ 前時を ・ 前時を ・文章題を読み，図1 B 1 1
か 振り返 ｼﾞをしておく。 振り返 振り返 （メモ書き）で表現
む る ・前時に上手にかけ る る して何算か考えた

た数字をほめる。 文章題 ことを想起する。2
・たし算とひき算を を読み
算数ﾌﾞﾛｯｸで操作 ・ みんなで 」は， 問題場「 ~
して答えを出した たし算だったこと 面をと
ことを想起する。 を想起する。 らえる5

÷ ＝１自 ・ 児， 児交代で アヒル 問題を ・①は2 1,7,12 A B 2 3 0.6 0.6
分 の数を 問題に挑戦する。 の問題 解く 「同じ数で割ると１
の 言う 合っているかどう を解く になったね」と

。考 かお互いの数唱と アドバイスする
え □より 指さしで注目して
を ○大き いく。 花の問3
持 い数， ・教科書の数直線上 題を解
つ 小さい で数唱して確かめ く ・②は１×□＝□と

数が ながら行う。 アドバイスする。
・ 分かる ・１ずつ「できたら

ほめる」ようにす ・ 児はアヒルや花D
学 る。 の上にﾌﾞﾛｯｸを置
び 大きい ・読むことができて くなど， 対 対 ・③はまず，ぶた肉3 1 1
合 方に○ も，書くことがで 応の学習をする。 １ｋｇが何円かを

求めるように促う をつけ きなかった場合， ・ 児はﾌﾞﾛｯｸの上C
る 数カードを選ぶ→ に数字を書き，唱
穴あき なぞり書きをする える。
部分の を行う。 ・お互いにほめ合う

す。数字を ◆１０以上の数の数 ように促す。
入れる 唱と指さしが半分 ◆書き順を守って数 ◆単位量あたりの大

以上一致すること 字を書くことがで きさの問題の立式
ができる。 きる。 ができる。

◆数字の視写，聴写 ・公式にも触れ，適
ができる。 用できることを確

・｢□より○大きい｣ 練習問 ・３＋１や１＋２の 感想を かめる。4 4
｢□より○小さい｣ 題を解 問題を赤と青のミ 書く ・立式，筆算が正し
を教科書の数直線 く ニカーやおはじき 話す くできたか振り替
上でたどる。 に置き換えて意欲 えり，伸びを認め

２ずつ ・数直線や算数ﾌﾞﾛｯ 付けを図る。 次時予 てほめる。4
増える ｸの図を見て，数 ・１つ１つできたこ 定に進 ◆本時の学習の感想
数を言 の大きさを感じ とをほめる。 む を話す（書く）こ
う る。 とができる。

か ・教科書の数直線上2 0
ら逆順 で数唱して確かめ
で唱え ながら行う。
る

25
ま 振り返 ・机の配置を換えながら，頑張ったところ，できたところ，伸びた5
と る ところをほめ合う。
め 買い物 ・ は 児， 児の支援をする。 児は 児， 児の支援をする。6 T1 C D E A B
る 遊びを ・ はレジ役をする （エプロン着用）T2 。

する ・買い物が終わった順に買ったおやつを食べてよいことにする。
（ ） 。◆買う物を選ぶ→レジでお金を払う→自分の物 食べる が分かる

◆依頼や感謝の気持ちを言葉やｼﾞｪｽﾁｬｰなどで伝えようとする。
◆合計１００円分を確かめることができる。15

メモ書き

メモ書き

メモ書き



買い物かごも買
っておく。

１０円のお菓子
を買い足してお
く。

ミニカー赤・青を３
台位足しておく。

口頭で
１．学級の在籍，構成について

あおぞら学級の在籍児童数は１名であるが，個人個人の発達段階や保護者の要望で，今の５人
と５人になっている。

児は手指の巧緻性の未発達からﾏｯｻｰｼﾞ。B
２．ノートの活用について

① 学習シートとして，事前に準備している。
② 担任が支援員さんにしてほしいこと，留意点も書いている。
③ 児童の学習記録・形成的評価の記録となっている。
④ 授業中，授業後に児童の様子を書き込み，担任・支援員間の情報交換の元となっている。
⑤ 年児童 には，指示・発問なども書き込んでいて，視覚情報処理優位の特性を生かして6 E

いる。また，教師の他の児童への指導・支援の時間確保の元となっている。
前授業研の反省より

， 。 ， ， 。A B・ 児には 無理させない すぐに書かない場合は 数字カードを選ばせ なぞり書きをさせる
選べたこと，筆順があったことをほめる。
は 児・ 児の学習進捗状況を把握する （時折確認する）T1 A B 。
は，意図通り学習が進められているか，児童の心身の状況等 に確認を求める。T2 T1
， ともに余計な指示は控え，しっとりとした授業を目指す。T1 T2












